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第十九卷

蔆電井發

夕 ピン發電機の故障と其の對策

Ⅱ_1 田不長崎製作所

昭和十八年二月

内容梗概

右.地の歌確所で夕ービン灸'iE機がキ電々の故障を,皿したもの'、う立、嘗創:で修理した分に就て、

故峠の原囲或は畷図と考ヘられる熟を列擧し共の劉'X逃こ就て述ベた。

1緒

雋i止に於ては 30肩餘午來夕ーピン焚電識を峡作し,てゐ

る關係上、當所で婁1作し,た發電機或は諸外國で鯲作さ*

九發電機の故障に對しノC修理を施行したものは網當多數

に昇るが、其の内から一般的な例を擧げて故障の種工即佐

に修理方法を誘明し、製作工場或は發電所關係の渡署の

御參老に供せん上し'て此の一交を草tる次第である。

先づ故障の原囲となるものを六別する七

1.設計上並に織逝上の不備の九め起るもの

2.使用村料の携擇不良のため起乙もの

3'使用苛酷の亢め起るもの

4.附罵機器の故障のため起るもの

5.周剛の索氣中の撫氣及不純物のため起ゐも.

6.附屬纏器の誤,桑作の九め起るもの

フ.据イすの不良弧に掘・付の際の不仕末に県き起乙も

、亨Υテあ乙。U)

故障の種好稚火別t乙上。

1.固定子線輪d_)故障

2.固定子織心の故薄

3.固定子口出線の故障

4、回轤子毛"翁の故障

5.回抑子口出線の故障

6、嬢電環及刷子の故陣

フ.同軸子鱗,亡.回轉子線輪艸一、りンづ.の朧Nノ故師

等で轟乙8.軸受詑に軸頭部の故障

"一般的に故障の原因と考ヘられるもの

1.設計並に綱蚕古上の不備の九め起乙問題は小容量か

ら大容暈ヘ、低述度から高速慶ヘ主、世歩の途」」こ於け

乙吉々障失敗は貴軍た技術d味膨強λたり、向_しの共礎上た

1

第 琥

るもので、其の經驗を披も有効、且邇匂Jにt剛村するととに

よつて一暦技術の池歩向上を葡寸、ものであ乙。向一般に

設計"峨に楴廻矧ζ分或は使用材才斗埼1こ於て酒主要部分は充

分檢討され乙のが普通'であるが、微細な部分の檢討を疎

略にtる時は、'却て大きな故障の唄因主なると主力U靴々

あろから下記の黙は充分注意tベきであらう。

(ア、固定子、回轉子線輪の鐵,DW,幻の部分

(イ)圃定子、回轉子倦1輪の口膨,線を支持する部分

(ウ)固定子鐵心を貫通する締付棒がある場合は、絲

付怖の絶縁された外徑.、鰻心の孔との闇の餘

俗祐に締付工合

(エ)叫轉子口出線力叫g端畷に取付けら瓢る部分

(オ)軸受と軸の油切り段村'割野ト、及ぴ夕ービン側軸

按手が繞み接手の場合は、市111力恂に動き得乙餘

1介

(カ)ワアンと風案内、或は油1上め主側1との除裕

2.使用材料の撰擇と云'、事は於心軍要な問題で、假

ヘ設計並に瓣造が優秀なものであつても'樫、はぬ大故障を

巷起寸るもので、軸材、回"子線輸保持環、藥電毅Υ軸

受白色合金等金舗糊拓>或は絶縁物は、檢杏を充分侍武電に

{"所要の比能を有tる事を確め使用すべきであつてf於

近の様に金舗材判或は絶繰物等に代用村判を使剛t乙際

の如きは特に注意を鼎す乙。

3.使用苛酷のため起る問題は負荷の性質によつて於

利から誘慮計゛むされるべきものであるが、使用X側で最

勿から隆想出來中淑巡酌に負荷の性質が饗,化し負1奇の急

激な焚動があ乙ため、囲定子鬼泉輪の端曲部に雙形を起し

元り軸受を損傷し"たり、叉負荷の性贊忙長制開連繊使用

tるため定1打キ金杏菊桝峰の不売4}等の九め、晦ヲ下の堆積'に

よつて通風不良主たり、 1侍,産力ξ_ト.野.1_て鞭絡プバ劣化し,た

匁1 人
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一
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ため想、ぱぬ故鵬鄭こ至る事があ乙。

4.附屬機需の故障のために起る問題も多々あって 、

一例を擧げ乙主油入遮断器の故障を操作者が感知しなか

つたため遮断した筈の、のが一部遮断されないためで型心

識ぱ單粗負荷さ心、固定子に異常電河肋奇流れ回轉子の夫

面に過火な渦遜流力晴秀起され過熱し、回轉子本休と制W瑜

保持瓔との冏の按鱗部分の燒損主共に線諭満悔、回轉子

軸本休、膨雨輸絶繰等を燒損する事があ乙。

5.凋幽の多量み需氣を含む室氣を吸入するため絶豫
五

が劣化したり、不純物を含有する室氣を吸入するため起

る、故障込厩々あ乙。發電所ぱ煤煙、淡築を室氣中に多暴

に含有t乙九め徹細な令屬を含む煤煙、崇喫が礎電機内

部に侵入する那があり、それが織心或は絲輪に附着し,て

永い閥に磁氣的に或は,機機的に絶縁を破り、途に糊W為主

纎心或は制姉倫湖を短絲して大事に至らしむる事があ乙。

6.附暴機器の゛財桑作により起る故障も時折嗣く闇題

で、一例を擧げ乙'琴延轉停止.中謬・つて夕ーピン獲遜機に

・單"1途遜1ノ九九め、圃゛浮子は殆ん占修理,不可能占'袈、はれ

乙状態となつ九が、鬮定子は幸乙寸楽損N微1云'プく事赦
を起し,た事があ乙。

フ.据付の不良或は1居村V叩祭の不仕末に#き起る問題

も数多くぁる。其の県因を列詑すると

(ア)振動の原因となり運轉不能に陥乙

(イ)軸受の燒損と同時に軸頚を症イ寸け、村'岫げ乙

(ウ)油止め風、止め等力訂舳に按觸燒損す乙

(エ)ファンと風築内との按觸で焼損する

(オ)集電暖主刷子の按觸不良のため、刷子並に渠霞

瓔が温度_1二牙・ι一刷子の eりづテール切断等を生中

る

(カ)据村W際油智或は回轉子、固定子の迎風用孔に

艦敵を詰めたのを忘れたり、叉据付用県として

使捌し元木片や金物を忘れ亢り、硬電機内或は

通風路基礎内に駆芥其の他の堆裁して居乙もの

の掃除を意、つたりしたため軸受の故障を赳し,た

昭和 年2月

J

."尋,

11_1

1

1.Ξ.

リ、抽ノ乳Xく良bため温度上,1を才ぐと糸泉輪リ七刀紲{

等であ乙。を損傷す乙

Ⅲ故障の種類と實例

1.固定子線輪の故降

i列( 1) 40001くW、 330O V、 30oo r.P.m

故障の原因 250okW位の常用負荷で運轉中、 1350

HP の誘導電動.纏を、ー・日一回叉は二回起動するた

め、,色:謬tな負、1町邑き虫力{こよぐP L固5ゼヨ乙吊泉1輪謝奇曲言3で打1

開反撥力を生じ、糾航肋ξ移動燮形し絶縁の一都を損

傷したが大事に至らなかつた。

對策固定子線輪端岫部の谷絵輪嗣に間隔片を埒

袈し,互に闇隊のない様に固く緊紳保持し,た。第1圖

第:2圖は故畔沽3分を示したものである。

i列( 2 ) 300O RW、 220O V、 30oo r.P.m、

故降の原因此山發電機には索氣波過器を設置しで

あるが附近の室氣は咲沌を多く含有して居るためと

邇過器の取扱不慣れのため相當量の淡廩が吸込まれ

織心矯問の通風満から吹付けられ、淋部分で霧出し

て居ろ絶繰層をi斬次麻耗して途に線楡の一部が裸と

なり按地し燒損した。

策、卑. 固定子導体の絶株を取替ヘ、向室氣波過器

内の收兜片に塗布ナる油の質を粘濳,性の多いものを

擢ぴ咲罪の吸入を防.11二す乙事に注意して運轉す乙事

にした。

洌( 3 ) 250oo kNV、 1100O V、 360o r.P.m.

故降の原因發電機負浦j運轉中操作誤りで断路器を

切つたため、過麼現象にょつて異常電座を誘起し、

岡定子線愉の一相入口倶Mξ線輪中央部で絶繰砂紅、

戡心と按地し、其の燒損のため更に叉他の相占短紘'

を起し,六損傷を被つた。

故障の献態織心職内で二個の相隣乙線輪が焼けて

鱗心の歯の根本附近"迄熔融U課輪も断線して居た。

故障線韓N士織心長さ 3400平裂こ對し勵磁機側から

1395 粍の所即ち傑W中心から 300 粍勵磁機側に片

赴

第 19 巻第 2 毅

ψ'

、夕

毛ミ
'=

1

、

4

'、

、

イJ

羅

三

1

1 剛

症=

4r

イ

19

キニ1'

第 2 倒

》

ど、

、 J

ヲ

1七ミ1」

1'

今ξ,

t'りく

〆

第 3 鬪

.'ノ

2

斐8
、

゛
ご
馨
1
 
二
一

ご
三

4
J
ノ

'
工

)
[
'

゛
ノ
『
、

、
-
 
J

1
瀞
f
'
、

リ
ノ
、
イ
一

'
」

ゞ
ノ
ノ
J
 
ゞ

/
 
J
 
/
J
¥

j
ι
、
ノ
卦

子
づ
ー

,
J

,
-
Y
二
,
一
美
ダ
ン
ブ
ー
 
i

ー
、
ξ
1
 
尋
y
 
三
゛
气
.
ン
,
ξ

4
 
ミ
/
ル
、
 
U
 
釜
ノ
灸
A
ゞ
/
一
一
W
、
゛

'
 
X
-
,
 
Y
 
」
'
,
ご
ξ
,

ヴ
人

掌
武

卜
]

畷

圭
イ
ぞ
.

1
1



毎

メ

三

.^勺J 、ι

、,、ξ謬ン,W'。

/yl',ミ・・'i、ニ{'づー'ミ゛41yι喪
,シ・1玉、,ー' 3,夕膨41-ゞ.点',
4畠マ,"、'¥影ず'生裟ご1,参"、 4弩き'、宅1シで゛1影、,ゴ1ゞ

、、'、一笈,心1姦・,1ゾ

.霊イタ,1t 、

タービン澱篭機の故障と共の對策

毛"

叉

寄つた處で熔けて居り、熔断長さは約200粍で火花

は二つの繊心齒に跨つて居り、との火花が風に煽ら

れて廻つたため、襖は泌 10 個所について250粍長

さ位宛境けて居た。回軸可・には幸ひにして異状がな

かつた。

對策固定子線輪至部取佳'し盆IDを半分積替ヘる

事とした。線輪を取W'してみる主上但帰訓瑜2本、下

側線輪2本熔けて殆んど切断して居つたため新製す

る事とし、其の他絶縁0燒けたもの折れたもの上側

線輪2本下倶帰泉輪 10 本出したがとれ等は絶縁のみ

卷替ヘる事にした。補用線輪は上下側線輪各1本宛

保管されて居たが、此廣も補用とし鐵心は殘品で間

に合せ、鐵心間隔片は一部新製し,た。上但小線輪2個

の導体は新製したが、下側線輪の2個は導体が無い

ため熔融部分を鍬着して使用し、銅帶細.合せ用曲型

及ぴ端曲部卷型は適當なものを流用して間に合せ

た。素線問の羅縁は布マイカテーづを用ひてあつたが

紙マイカテーづ半重卷1回を素線1本置きに行ひ、叉

マイカラッパーはセラックポンドマイカラッパーが使用されて

居たがづラックポンドマイカラッバーでイt用し、鐵心端の

特殊絶縁は現物に合せてマイカナイトを燒付け、共の

他コロナ防、止剤を塗布し、相間繋ぎ線目出線等は祉

修す名程度として耐座試驗を行ひ良結果を得た。

第3圖は故陣部分を示し、たものである。

2.固定子鍍心の故障

例( 1) 250oo kw、 1100O V、 180o r.P.m.

故障の原因固定子鐵心を兩端共クラムパで締付け

るため鐵心灘の背部を貫通す乙32 粍徑の鐵棒を絶

繰して用ひてあつて、此の貫通締付鐵棒の外周に卷

付けた絶繰の外徑が鐵心の貫通孔徑より約 1.6粍小

さかつたため、運轉中此の織棒が磁氣的及ぴ機械的

振動に依て鐵心と衝鞭を續ける中、漸次絶縁物を破

り鐵棒の表面で積眉鐵心オ長を短絡し,、局部電烈肋滞流

れて火花を稜し、之が潮宏擴大して逢に熔融するに

至つた。

對策鐵棒の絶縁にマイカを用ひ其の外徑を貫

通孔に蜜接する大さにして締付け好結果を得た。

第4圖第5圖は故障部分を示したものである。

例( 2 ) 150ok工V、 350O V、 240o r.P.m.

第 4 剛

山 田

第

故障の原因固定子鐵心兩

端に歯形押ヘを用ひ中、1.6

粍厚さの鐵板5放を重ねて

用ひてあつて、相當の殘さ

を持つて居るけれ共運轉中

磁氣的振動を受けて數枚の

齒の根元から折損し居ろの

を霞見した。

對策此の種の鐵心に

は兩端に必中齒形押ヘを備
5 圖

へて齒の部分を張固に押ヘ

る必要がある。而し既に卷

線してあるため、絲輪の溝出口にテーづを卷付けて

撤心兩端の振動を制限tる事にした。

3.固定子口出線の故障

例( 1) 30oo kw、 350O V、 360o r.P.m.

故障の原因故障で 350OVの配電線の一部が短絡

し、其のため過大な電駆を誘起し、其の衝撃によつ

て礎電機の相問繋ぎ線及ぴ口出線が雛形し、絶縁を

破損相問短絡を起し且接地tろに至b、固定子線輪

相問繋ぎ線、口出.線の燒損等大事故を惹起した。

對策固定子課輪を卷替ヘ且相問繋ぎ線並に口出

線の導体を一府丈夫なものとし保持を強固にした。

第6圖はその故障部分を示すものである

例( 2 ) 20oookw、 1100O V、 180o rp.m.

故障の原因本識電機は海濱にあb且冷却室氣は屋

外より室氣洗淋器を通し吸入、機外に敬出する雛造

になつて居るが、鹽分を含有する淑氣の多い室氣を

吸入するため絶縁劣化しコロナを酸生し途忙燒損す

るに至つた。

對策口出線を圓形とし絶縁の施行を良好にし電

位傾慶の耿態を良好ならし、め、且充分む栃風じたため

コ0ナの發生を見ぬ様になり良い結果を得た。

例('3 ) 10oookw、 1100O V、 180or.P.m.本機心例

(2)と同様な故障の原因であつたため同様な對策を

苑し良好な結果を得た。

一般に通風方式は開路通風にすると外氣の爆梨或

は煤煙、咲廩の九め思、はぬ故障を生中る酒のであろ

から、室氣冷却器を使用し籟閉循毅通風を推奬した

47
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4.回轉子線輪の故降

例( 2 ) 50001くW、 660O V、 30oo r.P.nl.

故障の原因回樽子肱絶縁に紙及ぴ布を使用してあ

つたため、温度上X・に依つて脆躬,化し導体の膨脹收

縮のため漸亥剥取られ鐵心、出口の部分で絶縁が破れ

途に燒損接地するに玉つ九。

對策満絶縁にマイカを用ひて劣・化を防ぎ、更

に鉱心H,'口を少しく癒大して且角を丸め其の部分に

補阿墨三琶繰を施した。

例( 2 ) 250ookw、 660O V、 150o r.P.m.

故障の原因獲譜機の底部に設置された室氣冷却器

用水ば復水器に使用して居る海水を流用して居る九

め、水管が腐蝕して海水が漏れ圓轉子に吸込み照分

が制沖禅儲曲部に堆積固若し超繰の低下を來した。

對策固定子は鹽分の固濳したのを削り取り湫

湯で洗ひ、回轉子は湯下曹に玉体を入れ熱湯を流動し

て、端岫部f于部には特殊な放水管を用ひ聾口易を毎平

方糎3雁の座力を,持せて隅々迄洗派した。洗1條した

訓!湯は取井の都度鹽化銀法に依つて合有鹽分を測元

し、水道水の照分以下になる迄洗絲河越手を繰返した

洗泌終了後は熱風乾嬬写を用ひて外部から加熱す乙

上共に、線輪に1恐流を通して内割効、らt思め充分乾燥

した後、端削嫌お内面に羅繰途料を吹き付け苅・結果を

得た。

例( 3 ) 50o kw、 220 V、 360o r.P.n).

故降の原因本於電機は船舶に設置された心ので閉

鎖通風型で冷却本氣を機の底部から殴入し上部に放

出す乙恬迭となつて居たため.室内の照分を含ん光

際氣、油及び煤煙、築芥等を吸込み、之が回轉子内

部に鷲秋してホ劇輪に卷いてある石綿デーづに浸透し

て之を導休化し、遂に線輪を局部的に屑闇短絡せし,

め勵磁電流を多や纓する様になつた。

對策回轉子全体を掃除してす無易で洗淋し.鹽分を

除去し絶縁塗料を塗布すると共に、可及的に泥氣油

煤煙、塵芥等を吸入しない梢リ剣'逃とし,吸入Rを上

部に設け上部に放出する様にし、た。

との様に周剛の状態が悪加條件の下に設置され乙

發電機は宰氣冷割曙呈を設置して幣閉循瑞通風方式に

すべきである。

第71圖は煤埋、昭芥等が回轉丁イ鳥諭問に堆積し九も

のを示す。

5.回轉子口出線の故降

例(,1) 20oookw、 1100O V、 18001、P.1n.

故障の原因集電環の問隔が小さく且口出線の一方

は集電竣の孔を通して他の集電毅に取付けられて居

ろため、口出線ぱ架橘tる事になり、遠心力と熱のた

め膨脹収縮すると共に絶繰を損傷し燒損短絡したた

め發電機ぱ無電座主なつた。且燒損に至らぬ迄も塵

芥の付鶚のため絶繰抵抗の低下t乙事が履々起つた

昭和 18年2 男 菱 電 機

對策集電瓊と口出線が貫通t乙部分並に取付け

られる部分で、角で支えられる個所は特に注意して

角を丸め、口出線の絶縁を補彊し絶縁物で口出線の

遠心力を持たす様にし、尚絶繰物は表面を出來ろ丈

圓淵・な面とするため塗料を數回塗布乾燥した。

例( 2 ) 250ookw、 1100O V、 360o r.P.m.

故降の原因集電瓊は外側環と内側毅の2個からな

リ、内側は銅瓊、外側は鋼瓔で擶成されて居て、タービ

ン側に1個勵磁桜側に1個設けら札て居る。回轉子

口出線は軸部分では港を設け襖で張固に保持され、

集電毅に取村サろ部分は剌1主集電瓔の間を架橋して

集電環の内側銅環に銀鍛着してあろ。 2台設置され

て居る内の 1台は厚さ8粍1隔25粍の銅帶 1 本を口

出線として使用してあり、他の 1台ぱ0.25粍厚さ25

托幅のもの 17 放を使用してあつた。前者の口出島t

は桜械的には相営張固であるが内側銅畷に銀鑁鶚し

てあ易ため銀鍬着の際脆弱になつて居るものが、熱

による膨脹收縮と振動のため繰返し應力を受け断線

接地し、集電畷から匝下惇子線輸側に至る約2001モの

問が兩側共絶篠を壤き導体及ぴ襖、軸の一部が熔融

した。他の 1台む同様苅い銅帶を集め・使用してある

ため銀鍛付の際に脆弱になつて居たのと、振動によ

る繰返し應力のため兩側共試運軸頭籾に燒損飛散し

口出線、軸の泌部分、惚等僻融し故障を起し九。

對策集電暖を至部取外し下部絶繰のマイカ、燒

損し居乙ため至部河咲学ヘ、軸の沸"那分の熔融せる凹

部はアスペストセメントで詰め、捜も"符蝕した部分は断

品と取替ヘ、且口出絲は 6 粍厚さ25粍幅と3粍厚

さ 25 粍φ晒の銅帶2枚を合せて使用し、蕎口出線の

燐損した割扮＼は切取つて更に新しい口出線士の接續

部は斜になる様切揃ヘ、新鷲の口出線を銀畿で按紬

し,マイカ並にアスベストテーラを卷いて充分絶縁し、

舳の溝内に強固に裡を以て保持し、内側銅環との取

付部は銀鰍着にょる姥躬を避けるためと、且熟によ

る膨脹收縮のための感力を多少共緩和tお様に、内

劇銅畷の軸側に娯子_止めをした'而して軸と染譜瑞
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の間の架橋部分は振動のため、絶縁物が磨耗して鞁
ノ
損並に機械的損傷を起して故障の原因となろもので

あるから充分補張し萬至を期した。

斯の如く口出線の兩端が固定される部分は熱にょ

る膨脹收縮のため應力を受けろ故、口出線自身が或

る程度自由に伸縮出來る俄造とし、叉口出鋤功ξ振動

にょつて反復應力を受けるため丈夫に福拶量tる七共

1、に、他の部分で支ヘられる處の角は總て注意深く丸

め置く様にし、且体積の六きい物に小さい口出線の

銀鍬着等は一切避るべきである。

第8圖第9圖は損傷部分を示すものである。

6.集電環の故降

例( 1) 1250o kw、 1100O V、 360o rp.m.

故障の原因本集電瓊は軸受の内側に設置してある

ため勢ひ外徑が大きくなり、刷述が非常{て述く毎秒

73.5米にも昇り、刷子の織多く且冷却効果不良であ

つたため、塵擦損にょり温度上昇し、火花を硬し刷

子壽命短く、集電駄態悪く、叉勲のため集電瓔の延

ぴ大となり下部絶縁物を介し'軸に強固に設置され九

ものが弛む傾向にあつて不安な状態であつた。

對策集電瓔の冷却効果を良好にし、且刷子保持

器を改良し刷子と集電瓔の接觸を良好にすろと共

に、接觸面を常時移動し局部的に過熱tると占を励

ぐため集電理の表面に螺旋溝を設け良好な結果を得

L- 0

例( 2 ) 350oo kw、 1100O V、 180o r.P.m.

故障の原因本集電理は外徑六きく刷子數多く且冷

却効果不良であつたためと、振動にょる刷子の接觸

不良と集電理の磨耗の不規則とのため、集電環並に

刷子の温度上昇し e,,づ于一1レの盧瑞泉多く不安な畉態

であつ九。

對策据付當時は振動少く良好であつたが、潮次

各部の馴染並に枯れ等によつて自然に状態が悪くな

つたため、振動を少くする様据付を直し且冷却を良

くし、刷子と集電瓔の按鱗駄態を老慮し刷子保持器

を改逃し、尚按觸面を常時移動し局部的に過熱する

タービン俄 機の故障と共の對策

5

ととを防ぐため集電環の表面に螺旋溝を設け良好な

結果を得た。

ターピン發電機に採用される刷子の電流窟度、刷子座

力及ぴ集電瓊の周速は、大約下記の如き數値である

0刷子電流蜜度は集電理或は刷子の材質によつて異

るが、毎平方糎につきファム弌卞内外を適當とt

る。

0刷子駆力は毎平方糎につき150瓦内外を適當とt

る。

0集電瓔の周速は毎秒釦米位迄を適當とする。

倫集電環の表面に螺旋溝を設けるととは、刷子の接

觸を良好にtると共に冷却の方からも良好主なり、

叉集電環の周園は温度の高い室氣眉で包まれるから

室氣の換氣を行ふ事が冷却に効果がある。

フ.回轉子鐵心と回轉子線輪保持環との間の故降

例( 1) 250oo kw、 1100O V、 30oo rp.m.

故障の原因油入遮断器の故障により裴電機を單粗で

運轉したため、異常電流が流れて回轉子表面に過大

な渦電流を誘起し、回轉子鐡心凸線輪保持環の接觸

面即ち抵抗の多い部分が燒損し、線輪満の襖及ぴ數

金は熔融して溝超縁の一部が燒損し,超縁抵抗降下し

た。

對策本發電所は負荷の都合により一日る修理の

遜延を許されないH犬態であつたため、至急對策を老

慮し修理に着手、先づ線輪保持暖を兩端共拔取り燒

損熔融部分を取除き敷金を揚げて掃除し、微細な熔

融した金屬粉を充分注意して除いて線輪の抵抗を測

定した結果異常なく叉絶縁抵抗も良好であつたた

め、線輪自身には異常がたい事を確めたので、鐵心

兩端の燒損部分は、設備の都合上ゲーづに依り手仕

上とし、保持環は機械仕上とし、且兩者問に例ヘ同

一事故を起しても電流が流れない様に羅縁の輪を入

れ、線輪満の襖、敷金、絶縁物の熔融並に燐損した

部分を至部取替ヘた。

第10圖は燒損部分を示すものである。

例( 2 ) 150oo kw、 1100O V、 360o rp.m.
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描

昭和 18年2 匁

^

岡

イt 、4

'

故障の原因操作誤りで夕ービン發電纏運轉停止中

通電中の母線に断路器を投入、發電機に單相電流を

途電したため、回轉子本体、線輪、襖、線輪保特瑞

の一部燒損熔融して殆んだ修理不可能と思、はれる献

態になつたが固定子は幸ひ損傷郷微であつた。

對策回轉子本体の一部が熔触すろ程局部的に過

熱されて居るため、材質的に再使用出來る力軟Π何の

問題が大きい重黙であつたが、樋々杉爺寸された結果

材質的には使用差支ない事となつたので、熔融部分

は特殊な加工を施し、線輪を卷井ヘ捜も煉損せるも

のは取替ヘ保持理も取替ヘた。結果は良好で目下剣

調に運轉中であろ。内地製品と外國製品占を問は

ホ、使用者側で上詑に類した運榔を知ら中知ら中の

問に行ひ大事に到らない迄も、回轉子軸と線輪保井

理の間の、焼損して居乙ものが屡々見受けられるの

は注意すべき事である。途電線の耐麻試驗の際等屡

々礎電.識を單相負荷して行'、場会あるため、斯の如

き場合は負荷電流の 25 バーセント以上は流さない主

云'、事にするも一方策であ乙と鰹,'、。

第11圖鋪12圖は故障部分を示tものであ乙。

8.軸受並に軸頸の故障

一般的故輝の原因夕ービン装電機では井通發電機主し

て使用して居るづ牙合は、タービン軸から齒車で躯動され乙

脚筒で宗合油されるから、油冷却器弁の釖井ヘ誤操イ乍の箱

な噴因の外は燒損する事は少いが、獲電,機を夕ーピンか

ら釖航して暹相機とレて使用tる場合には、その油管系

の複雜のため往々燒損する事があるので、進相枇運轉の

場会には油管系の設計上叉は運轉上充分な注意が肝真で
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第 10 圖

弓一

(ハ)

あ乙。

軸受1境損の原因士なるものを列擧すると。

(ア)試運轉時に於ての燒損

据付の時に油管の口に嘆芥除けの目的で詰めた機祺に

依る故障がある。即ち試運轉當時はポロを通して、油が

網常流れるため直ぐには故障が表はれないが、或る時モ'

の後故障が獲生tる事がある。叉試運轉の際軸受入口に

ゴーズワイヤを挾んで置一たものが、嘆芥のため詰るとか油

座のため破損する等で暢1損を起すととがある。是等の故

障を防ぐ爲めには試運轉の際軸受を開放して、軸頸と軸

受との問の油隙を通さ中各軸受一つーつ肖由に油を多量

に吐出せて、油管の中を早い速度で油を通し、油管内の

陸々の不純物を出す事が於も有効であ乙。抑Kの如く試

通し,た油は十分清?事器忙かけて清淨す乙。油量を加減す

るために油入口倶"酉駈板に小孔を明けた鞍捌反を用'、乙

待は之又故障の原因となり易い。油が多過るための防止

策ならば、軸受自身で油際を小くするとか、上軸受胴か

ら袖受の油溜りヘ直按油を分岐させる等の方法が安至で

ある。己むを得中油管系中で油を制限するならぱ成可く

營の或る長さの間で制限tる力法が安全である。

据イ寸の時及ぴ開放時には棚受を鞘閉する木颯の蓋で萎

し,て置くと軸も軸受も充分イ鳥護される。心立や暖機等の

ため回轉子を廻す場合も給油を怠る時は燒損を起すと主

力ξあ乙。

(イ)油管系の誤操作に依るもの

油冷却器を切巷ヘる場合先づ並列に入れた後一個を閉

づれぱよいが、他の一個の弁が開いて居る、のと誤認し

切啓ヘを行'、事は、油を至く.止める事となつて故障を起
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す例がある。進相機運轉の時蛾油樽の出口弁を誤つて閉

めて軸受を燒損したり、雛油槽から軸受に到る油管に弁

を設け、平素は締めて置いたため急の聞忙合中燒損す乙

事がある。世相機運轉に際しては其の油管系の設計並に

.取扱ひに、十分愼軍を要す乙事は實例に徴して痛感す乙

處、6あ乙。

進相機運轉の際脚筒の故障で駆油槽叉は他の卿尚を使

用す乙織途の、のば、脚筒の故障と同時に殉動頂勺に嘩油
4斗

楢叉ば他の脚商小らm覗骨油を供給t乙設計になt可きで

ある。

(ウ)振動、軸繼流のため四故障

振動は軸を軸受に叩刊サるため忙、油膜を破つて軸と

棚受とが直按槌突し,、之が甚だし,けれぱ軸受が温廣上昇

し,て燒損tるに到る事がある。此の場合振動の性質から

紬は一方側丈叩かれていびつになる事がある。振動が激

化して軸受の外倶ル軸受台の内但ルの間の衝撃で、此の

部分が次鎌に磨耗し,て遊隣を生ビ、軸受台から絶縁して

居るものにあつては此の絶縁も破壊さる Xに到り、軸電

流によつて軸受の嶢損が促進せられる。不完至な可挟噛

合按予も亦振動を發生す乙と共に軸受に有害な作用を及

ぽす事がある。振動のため軸受が軸の回輯怯反對力向に

廻乙ととがあるが、との場合若し廻り_止めが不完至であ

札ぱ、軸受と軸受台とのf1Ⅲて油孔の喰述ひ等を起し、て給

油を減じ温庭上外する事がある。

(エ)織造上の不備に依る故障

軸と軸受の閥の隣、即ち油隣勃ξ過小な時{てば壗損する

事は勿論で、軸は軸受より、温度高く熱によ乙膨脹も六

であるから、此の直徑の差と油膜を作るに必蓼な隣辻、

靴受を冷却tる九め油を通すに十分な油隊が心、蓼で、帖

主軸受主の摺合せは広都60度の問に限乙が良く、左右の

側面に於ても十分の隣が彪、要であ乙。由色合金の軸受胴

に對する「アリ付け」が適當でたけtU士、白色.合金ば胴

から浮き轍に抱きつき燒損を起す酒のである。上軸受胴

を取村サて締イ寸けるため左右又は上の隣1小さくなる様

なものがあろ。上軸受は至面同一の油隣を保つ区喫はな

い。軸受の長さにも依乙が、普通兩端 50 粍位を殘して

他は際を六きくし,てもよい。此の方が白色合金の断孫勺と

もなり轍受損が減り、軸受の燒損する機會も減中る事主

な乙。叉白色令金の質も上部は、ド部に此し、ーー級下げて

心宜しいが.さりとて餘り恕くして鉛基のものを用'、る

時は、或る外國製品に見る様に振動の九めに叩かれて油

陣が大きくな乙事があ乙。叉油隙力竪圖大になるモ払証切山

ターピン澱

ι,

7

機の故障と其の對策

要がある。併し乍ら餘り揚げると,虔電機の重量が、抑冊を

機の軸受にかXり無理を生中る。發電機と織磁機の問に

完至な可挑接手を設けるか、或は充分な長さを持つた挟

み軸を入れ乙とかし"なけれぱ、此の種の軸受の近接した

解造は無理であろ。此の問題は夕ービンの軸受と發電裟

の軸受、或は夕ービンの低座高座間にも或る程廣起り得

る問題で、此の軸頸直徑の相述によつて、軸受に對する

倚重が千均に行かぬ場合が起ろ。斯の如き場合は試運轉

の時軸受面の當りを見て或る程廣調琳t乙事が鵬來る。

軸受及び軸頸の故降原因

(ア)軸受の燒損で由色会金力せ割蝕した丈では軸頸に

忙殆んど癌痕を薦さぬから、白色合金の局部或は至部の

入巷ハ、を行ヘばよい。

(イ)軸受燒損が鋳鐵或は鋳鋼の軸受胴に迄及ぶもの

は、荘し,い症痕を訓優頁忙殘すが上手な手仕上げによつて

十分使用に耐ヘる様補修するととが出來乙。

(ウ)軸受燒損が荘し,いと軸の永久曲りを生中る。と

れは一F記二つの方法で伸すととが出來る。 n)

槌打による方法曲りの閣側を症を鑁きぬ.傭Nこ當て

物をして叩くのであ乙が、大きな岫りには加熱による

方法が賢明'である。

加熱による方法舳りの凸側を局部的に灸を据立る

様に、一〒ワ列寺位宛攝氏700度位に酸素アセチレン瓦斯

の火口を用ひて加熟するのであ乙。但し曲りの原因が

麻擦熱忙依乙ものでは、其の部分の村質の收縮峽みを

槌打の方法で行'、が効果的であ加京凶療法的である此

の加熟或は棚打によつて軸の張度に惡影響なきかを恐

れられるが、一竃ぢ分によれぱ殆んど心、配の雲はない。

進相機運轉の際軸受を苔しぐ嶢損し,た一例

350oo kNV、 1100O V、 180o r.P.m.

故障の原因進相機運榔中には交流'動叫筒で各軸受

に給油t乙計譜、6あつて、且厭油槽をも設け卯筒の故障

の際は唾油幣或は他の"即筒小ら給油する事にたつて居た

尚座油糟を使用す乙ときは卿僧Π則の弁を閉ち給油側の弁

を開くのであつて、_赴噂筒は直i〒挿謡動脚商と交流電動0即

筒巴が設備され、何れも座油槽辻に給油名'に連結されて

あつた。偶え交流遡動脚筒力甜岫受焼損のため停止し,たの

'6直ちに給油すべく直流電動卿筒を起動ル、たが、給油管

より軸受に至る油管の弁を突差の問忘れて開いてなかつ

たため、軸受に給油が停_止され弁を開いた1鄭は既に暹く

堺損するに至つ九のである。

謝員献態の概要聖徹が深夜問に起つ九ため油が_止つ

てから軸の回轉が停止する迄多少の時閥を經過した。

タービン側は肉色合金が至く熔触し.て鋳鯛軸受胴に達し、

此の耶]がアリのため5個所高く、軸頴は此の上で廻り

最深 0.5粍に逵すろ症を生ヒ隆悔える様相を呈して居つ

九。勵磁機側ぱ程度が輯K 胴1こ達して居なかつた。とれ

は勵磁機内の途風器が風案内忙支えられ、3 托程度磨耗

し乍ら相當重量を受けて居た九めかと老ヘられろ。而し

て此のため鞍肺茲機内身の帖受は燒損の程変が輕く電機子

1 1 1 田 51
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(オ)直結せ乙相乎に依る故障

獲電機士勵磁機との接手側の2つの軸受が.互に近按し

てゐろ場合には、隆電機軸受の油膜のため軸の浮きが大

どなり、井通の油滕では勵磁機の軸受は下が宅き軸受の

_上面に岡ヘて池膜を作ら小に廻るとと＼たるから、力い、

ろ場合にぱ豫め勵磁機の軸受の上のi劇深を十分火きくす

る左か、或は靜止状態の巾心を1熊來る丈け拐げて置く必

一
、

乙な1 0
戸
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策對

(ア)樹1頸の太面に熔着した白色合金を除去するため

鱸に研麻布を當九もので摺落す。直按鑢をかけろ時は軸

頚白身に雛のかか乙恐れがあ乙。

(イ)上矧舛油受は中央が溶.んで患つ九ブCめ、此の部分

に、下軸受の由色介金の熔けた、のが熔濳して居たので之

を除去1,九。再耐飴の部分は殆んど異駄がたいので之を下

勧受占して使用し、此の上でゆ1轉子を廻して、軸の曲り

を,イ卞1レザーづに依つて調ベ、各部に亙り可及的多數の

城を讃み、之により鬪上.に曲りの曲糾を描き曲り直モ,の

力針を決めた。

(ウ)タービン側は軸頸の帳本.近くで、轍受で摺つた側

を凹として帥つて居プCからとの部分力U来ま b居るものと

老ヘら札たので、との方を士、ししてとの症の上から當物

をして、中槌で叩き此の局都の分子を仲した一槌で打つ

飢に紬の仲る様がタイ卞1レザーづの指針に表はれろ。力K

して曲りの 90 バーセントを直した。

(エ)次に勵夜難樹則の曲りを調<ミ乙忙耻肋U匹かつたか

ら槌打は効果が苅いので加熱に依乙とととし、曲りの凸

側を上にして其の背に長さ20粍1喝10粍の赤勲の灸を、

凸背の中央を中心に左右對稱に酸東アセチレン瓦斯で加熱

した。苅曙い處でほの赤く見え乙程度即ち攝氏700度位

の見當で火度を決めた。とれによつて殆んだ曲りは排近

く直つた。もし過た時は灸の上に槌打をして少し戻す。

灸の上の槌打は効果観面であ乙。

(オ)六に軸頸の本仕上げを行'一圓筒形の模範を用

ひ赤弌ン千で樹1との営りを調ベつX、「當わ」即ち高い處

を油目鑢で落して行く。との巡は仕上工の技術如何が良

否を左右t乙のである。之を萬邊なく施行tる事にょつ

て軸頸の徑を 0.10 粍程度小さくして軸頸表面の凹の率

を減少t乙事が出来ろ。タービン爽謡機の様に高速のもの

は其の軸受淵膜が可成厚く 0.4粍にも途tる場合があ乙

菱
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から、軸頸の凹所と難も淺いものは荷重を分擔支持する

事が出來るが低速度等に過重とな乙事がある。

(カ)次に軸顕表面を道喧.で研磨布を以て削渚、更に

最後に0乃至00番の研磨布を以て指頭で仕上げる。

(牛)最後に本物の新しい軸受を用ひて軸受の摺合を

行ひ軸の曲りを調ベ、更に夕ーピン上の心合せを行ふ軸

受は1個1個多少その内徑と外徑との偏心度に誤差を生中

るものであるから、軸受を替ヘろ毎に心合せを行ふがよ

い。

(ク)油管内には白色合金の熔けたものが入つて居る

から管内及ぴ油槽等は充分掃除を行つた。

以上の様な方法で修理を慈了し滿足なる結果で安子調に

運轉する事が出來た。

第13圖第14圖は故障部分を示tものである。

IV 結 言

以上述ベた様に發電機自身丈でも、相當廣範圍に亙つ

て色々故障の原因となる處がある。従つて發電所全体を

考ヘる時は豫想外に多數の故障の原因占なる可き個所が

あると思、'一故に1台の發電機を浦足に運樽すると云'、

事は、各持場の技術岩が各々機器の性能雛造を充分に認

識し、且其の機器獨自の癖等も察知し置くととが最も必

要であつて、抑Kの如くして窃めて緊急の場合最適な處

置を施す事が出來、故障を最少限に防止出來るものであ

つて、現下の心、勝体制に於ては例ヘ從來 100パーセントの

霞電能力を有して居た處でも、伺 150 乃至 200パーセント

の發電能力を要請さ札ろ時であるから、各自が各職域に

於て得た貴重な經驗を最大限に適切に活用し萬至を期t

る事が國家に對する大なる御奉公占老ヘる六第であ乙。

尚本稿を草するに當り高橘技師脇山技師の賜りたる絶

大たる御援助に對し此處に深く感謝の意を衷すろ。
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重油代用燃料ヌールを使用せる燃燒器

内容梗概

重油燃料の重饗性に鑑み此の重要寳源を單たる加熱材料として使用するに忍びず、劣質

タールを代用燃料とする方法に着目し、特殊方法による燃椀器を考案した。

在來の夕ール燃焼譽の一六缺駄はノ,ル「第1圖①」の言吉る事でめるが、如何にして之

を打開したか更に工場に於ける使用成綬を城表し重油と比校してその優劣左論じた。

1緒 言

必要な贅材が充分に手に入り、好むがまXに凡ゆる方

面に使用出來たのは遠い昔の夢の様な氣がする。

然したがらよく考ヘて見れぱ、それは飾制なき然も最
4下手な暮し方であり、不經演極まる工場經營であった

と、言ヘる節がある。平時に於ても物資節約、慶物利用

は言'、迄もなく實行tベき重要事であるが、特に今日單戈

ふ日本に於ては、必要缺くべからぎる事柄であ b、是無

くしては銑後の進軍は不可能である。代用出來るものは

代用晶で間に合はせ、不足勝な寳材を夫々の目的に對し

て持前の能力を霞揮させてとそ、能率的な物の使ひ方主

云ヘるのであろ。

船舶用機開として缺くと巴の出來な仏ものに重油があ
る。船舶用巴してのみでなく、

①四 m
、
、

⑧ 、

、

＼

、

①

広古犀製作所

ノ

i

"ノ
'ノ

重油の用途は非常に廣いのであ

るが、必中しも鴛油を使用しな

くても差支ヘのな仏ものに燃燒

加熱装置がある。近時此の種の

加熱装置が問題となり、各方面

で研究が雉められて居たが、完

至に代用出來る装置は完成して

居ない様である。當赴に於て4

是が對策に努力して來たのであ

るが、途に其を代用燃料化に威

功し、工場内の設備に使用し

て、重油燃料に比して遜色の無

いものであるととを磁捌)得ナCの

で、此處にその一部を駿表し、

御批判を仰ぐ亥第である。

Ⅱ構 造

第1圖に示す如く、構造は至

極簡單である。第1圖に就いて

設明tれぱ前胴⑪、後胴⑭、風

口⑳風口フランジ①によつて風

4

の通路を織成し、此の部分は至部鈑板を使用して、熔按

組立となつて居る。ター】レ路⑬、タールロ⑮は何れも僻鐵

製とし、棒弁⑯は丸鋼を使用して居る。

ターjレ路の先には丸鋼より削り出したノズ」レをねぢ込み

とし、タール路、タールロは取タトし白在になつて居るから、

ノズルの取換ヘに便利である。

棒弁⑯には中心に穴をあけてあるが、是は市寺除用の穴

であつて、ハンドjレの後にコック⑱を附肌させ、掃除に便

にしてある。タール噴出口のノズル⑤は穴徑5,6,7及ぴ 8

粍の4種あり>加熟鱸の容量によつて穴の徑を適宜選ぶ
噴出口の風口に對すろ角度(第2圖のは10゜,及ぴ25゜

の2種あろ。是は使用法によつて撰ぶので、大体に於

て、 25゜のものは金鴎熔解用甜蝿に使用し、 10゜のもの

は加熱鱸、熱處理用主して用ひられろ。
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1 操作始め

ター}レは常'温に於てはN辻借'中や、地井寔器中に鬮着し・て

居るから、1柴イ乍のだiめに夕ールのタンクを蒸yiその他適

宜な力法'640゜C以上植熱する七共に、配管上、タール燃

燒号県をバーナで數する必、蓼がある。タールに流動性が出

来た頃を見計つて、ハンド1レを廻し、タールをノズルの力に

4→,才、チ

"

ノ

第 19 卷第 2 競

ー.ーー..

_^τ_==ーーヰ="」ーー

.^^

勧 2 岡夕一1レ燃焼器外形、小1大k司

風口⑳には風戸②を備ヘ、腕⑳、止め亡ン⑳、止め板

⑳によつて風量を調節する。

前胴⑪には風戸⑦及ぴズラシ戸⑫を使沸して論Ⅱ駆ノズ1レ

④及UX氏枢ノカレ⑥に於ける風量、風厭を'加被して於良

の状態で燃妙川来る様になイ)て居1。

料田燃

燃料としては心Ⅱ豈夕ールを使用tる。此の夕ールはガス

發生城等から排1.'さ今しろもので、>迄は何等利1用す乙力

法が無く、無駄に拾てられて居たものであ乙。

此の夕ールは20%から40%のフk分を金んで科る山

で、此のま＼では燃料として使用出來ない。

或る力法で眺フ1U〕て水分を 10%内外にし,て使用す乙

のであ乙。ター}レは常温では半固体のj吠態になつて居る

から、そのま Yでは使用出来ない。流動性を持たせるた

めに、クレオソートを混入し,て使用する力法もあるが、現

在はクレオソートは統制を受けて居乙ので、此の力法ぱ施川

し,4佐い。

三菱夕ール燃彬な響は夕ールの温史を 40゜C以上に上げる

ととによつて、肌輪1 夕ールを重油の代用占して使用ナ乙

こと力ゞ1ⅡΞ長、 jl'電なる、卓ゴ由を百↑泳勺H,、"ξろσン'6あ Z、。

徴W特

1 燃料が慶品に等しい劣質 aールてあること

代用品の方が木來のものより値段が商いととぱ、駅、

あると主であろ力ζ、此の夕ールも軍油に比し""て、約2割

UO゛^

一、

^

高債であ乙。価北重油が貴靈な乙

贅源であると上を.習、へぱ、徒らに

舗段の黙のみを云々すると主は出

Ik'た; V・'。

2 構造が簡單てあること

前述の如く、縦導Rは極めて簡單

'6、取払至便であ乙から手經忙設

備出來る。元來此の部燃燒器は使

用中に非常に汚れて来るもので、

作裁主か、外荏戀酎足はれて設計し

たものは、長持がせホ、使用に耐

イ

＼

へないの'6ある。三雙夕ール"村亮器は北の謝に考慮を拂

U、、贊用的、使削簡佃、瀬丈を主鷆主ι、て奬作してあ乙。

3 ヌールに歴力を加ヘる必要が無いこと

1北動州ξを與ヘた夕ールは、白然に流瓣する材HCなるか

ら、"貰W'に岬t力を'ノ川ヘる.Ⅸ,堕は1岻く只2斗U丈上の1存ヲ上を

與ヘるこ上によ・つて充分使用出來るの'ξある。即ちタンク

をJヨ、,~、、C、タンクかヘ吋tw'口寸・'C山1巧きを 2 升之」父_ト.ノニす

Nぱ足り乙。

4 特別の厘縮空氣を要しないこと

燃燒に要す乙室氣は、蔀通に使用さる送鳳W餅呈皮山もd/

に依つて充分にψ冷合し相.るのであつて、風_啄ぱ特に袖K

tる立、蓼がなく水柱如0粍保吹で兇分'6立乙。

5 掃除が簡單に出來ること

>迄の此の樋夕ール燃煉器が威O×_なかつた主なる洲

曲は靈油パーナを見本として詮ミH,て忍プC九めであろ。

重油パーナに於ては、數段の堕okl,を県ヘ、充分に精

製さ.れた燃料を剛U、、ノズルが詰らない様にのみ苦心を

抑つて居たのであつてそのまゞ6 夕ー}レに鞭汎1すろ忙不

都介であ乙。三菱夕一1レ汝辻き器は、'當然ノズjレは詰るも

山、6あ乙、、山跨0課の下に、如何にして商單に掃除t乙か

を主眼占して計高し、成功したのであ乙。即ち鮮江圖に

ノズルから夕ー}レ路、拝弁を通じて中心、に兒るごと く、

孔を設けてノズルが詰つた場会ハンドルの荊抄Nこ附弼して

居るコ',クを開いて、針金で簡閉に掃1染が出來乙朧逃で

ある。

6 風の量を調節出來ること

風口に風戸を設けてあ乙から、風の最を血由に訓五況'

来、前1炯にも亦風局及びズラシ戸を設けてあろから、高

卿1 ノズルに於ける夕一1レ噴出剛の風量主、低雌ノス」レに

於け乙夕一jレ燃馳用の風量を向由1こ加減獣来乙。從つて

ター1レを披も能率よく完桑1こ地U完させ乙と主が1_P.來乙゜

V使用法
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途ると共に、ファンを山仲噂させ、刈i火,、る。タールをノズル

に途る場合、ハン1勺レ後方のコ,りクを開いて、針金で少し

抑し出す様にすれぱ、配管中にある比岐的高温に熟しら

れて居る夕ールが流出し易くなるから、刈i火も早くな乙

わけであ乙。黙火力注は重沖の場介と同様で走,乙。

2 調節

風量士夕ール量が適堂でない上、異煙を霞生〕、不亢

釡燃焼占なる。黒煙を砂生す乙努令は、風墨.を戸1すか、

タール量を或少t乙かすれぱ完至燃だεtると主になる、

反對に夕ールの'最が不足した場令に{土温度が下る分、ら

注意を便t乙。

タールの温安が卜り、 1允r 性が悪くなくノ大'」牙合,こばWI

屍が途切肌る小ら注意を契す乙。

鱸内温度は夕ールが最袖兪温度で族ジ尭すろ割拓ナの位透'ξ

大きな差が出來るものであろ。低堅ノズル(外伽D の風遍

を蛾'せぱ手1河で1然え、高駆ノズル(内側)山風吊:を増・辻ば

先の力で燃え乙。

3 操作の終り
.

タール 1然燒暑品のハンド」レを締・めく、タール心μ絲合を_止め、

途風を,1{二めれは'操作は経り主たるのであ乙か、注きすへ

きは、配管内と夕ール燃燒器中に夕ールを殘さない様に

硫出さ'辻て置くと主であ乙。是は、タールの温慶力那羊っ

た時に、配管内や夕ール1饗境器内に夕ールカ"劃着して、次の

操作を始め乙時に不都合を生中乙からであ乙。鼎ぱタンク

口に弁を設けて置き、燥作絡了ヅて築弁を閉ぢ、削管や出

タール燃'腔器の中の夕ールを1余去して置くにあ乙、 コ・りク

を開けぱ、配管中の夕ールは度然に流出するから、充分

に流出しプこ11寺に、ノズル劃巧卜を捕除ι_て翌けぱ良い、

Ⅵ設 備

ぢ 心油代削燃斜夕ールを使用せむ撚挑器

将{こ瑞'墹を使削して、金圃山熔解をする¥1合には焔が

増墹の周圍を廻る様にし、、墾U_オ:嫡が直に外に捗くき出ナ

加き耿態では鱸内の高温や、・ド均瓦瑞,は望めない。

焔ば窯Hて床忙常り、瑞'墹の刷圍を旋廻しーつ＼上昇・1-

兵U伺の温妾は平均し"て上昇ゴ、乙V.)である。

經昏会によれば、娃内の或る・一黒泓む嫡を畍き・つけてそ山

部分で完至燃燒させる方法が、最良の様である。途中'6

燃燒させ乙士不充至燃燒tる恐東があり、從つて最商温

度は望めない。

士m 河介

キ

Ⅷ結

↓ゾ、上ば三斐夕ール燃唖器に1捌L、構逃、使用法、重油

1こ釜K,ての上ヒ皎を皆X十ブ'こ1こ過ぎないのであるが、今'或、ξ

電油を使用して居た場令、使ひ.馴れた重油を捻て、使U、

{こくぃ夕ー」レに杉乙には相鴬の松捧11を拂はなければなら

ない。ザH""使む、にくぃ中にも、ゆし、6 も便利に、簡單に

使用出来る楠熊こ考旗してあ乙1心夕ール燃驍器を使'、事に

よつて充分袖ひ得て餘りあると信ホ乙。

此處に筆を捕くに常り、との半芋許三斐夕ール燦;焼器ば、

使用上の不便、不利、其の他實跿、希望等良きにつけ、

惡しきにつけ御商評を期ル、御期待に添'S、べく猫一・埼心

研究改善に徒剛更捷あらノしと士を府3、次第である。

Ⅶ使用賓績

1ゼ女:ター}レ靈油燃燒器を使片H"て居た金甕熔解鱸に、

燃1き器を使用した七とろ、次の通りの賓績を得て、重油

を使剛するよりも夕ールを使納し、カカが、エニ場能雪効・ら

上'ー、)て穫秀'6あ乙 1工・ゞ、イ墻i而;こj慧 1 六t'

1送風機

タール燃燦器1右につき 1.蠣力程斐の渦卷型ファンヌは

ターポづ口ワを準備tれぱ足り、吐出風管ぱ外徑 14ひ粍科

安を使用すれぱ、タール燃燒器によく羽・郡ナ乙、

風粟は水柱如0小評呈麿が'、嬰であ乙、

2 夕ール配管及ぴ虫ンク

蚫N斗としての夕一1レは 18立入の石油纏人となつて端乙

カ{、常温では,仲々流繼しないため、ヨミ長に所酬↓をイ寺つ

か、或は温めて流出を早め乙立.藝があ乙。

酉ι營はUyq立のガス餐を使用すれぱ売分'ξあ乙。

タンクは夕一1レ燃燒器より約2米以上の高さの位置に置

き、内部叉はタド部に加熱叢置を設ける。是は前述の通り

タールに流動性を輿ヘろためで、是非吃、要な事である。

3 夕ール燃燒器の取付方

鱸内の温度を〒始に保つために夕一1レ燃燐器の据付忙

は細・じ、刀注意力ξ立,暫であ乙。

55

燃料'・1容解金触1屯嘗り

" 1 (立)、1(圓゛づて立) 1 で闘)'

使用した1出禍のゾくさ1土190谷、鱸の大さは直徑530 托

i、"さ 900 托のも心'f、タール"太嵯卜器のノズルは 7 半モのもの

を使弔 1_ブ'C、

ター}レ 1勿y兆器を岐.,勺能片、1に血対乍きせた時V)雌内最高温

女は 1650゜C であイ)九、

上爽から儉i寸するに、ター}レを燃料とし,、三斐夕ール燃

峰器を使用し"オご易・介、電油を用ひ乙11寺に此して、燃料賀

は杓5%割安にな乙上Z、1日の操作回數が2倍即ち2倍

心量を熔解し得る,科こなるので、設備費は半分となり、

ノ＼件贄も割安七なろ事を誘ヘるー、燃料上し,ての取扱が

多少不健な事や、ター1レを豫數す乙手靴が蓼る票穿ぱ問

1師に tる 1工足りな、ハ.
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新型直流自

内容梗概

起勁抵抗の短絡に啓通の篭磁接觸器と時限加速繼篭器とを組会せた特殊の時限接觸器を使用した
鮪單で小型た直流白動正旦動器の紹介である。倫他の使用新測器具にっいてそれぞれの特徴を述ペた。

圭

三菱DT型直流自動起動器は、押ポタンやドラム開遜

器などの主幹開閉器の操作、或は浮動開閉器や嘩力開閉

器などの自動開閉器の動作によつて、直流電動機を起動

すろもので、脚筒、途風機、工作機械、動力軸などを運

等する電動機用として一般に廣く用ひられる。との自動

起動器を使用すれぱ、直流電動桜の起動運抑は極めて簡

單奔易而も安至で、何等の熟練を雲せホ、叉監覗人無し

の至肉動運轉を行'、と主も出來る。

類種

容玉"てよつて第1表の様な種類があり、其の各容最毎

に第2表の様な各種の方式がある。一般には閉鎖型であ

るが特に開放型のものもある。

第 1 喪

、.ー、昆.^、^"^".、昆".、^風^、昆J^_"、_^、^岡,^,.、.'^.ノ.L』]^.^、.J^^゛、"、、ー、鬼.、_.、^、ー^^^ J^、.、コー、鬼J〒^リノ^.゛、^^,^、ー.'、^、.ノ、、ノ、^、、ノ『一〒'、『"J、、十

動起動器

挽地科戸製作所

ーーー 13-ー・

番耽 梨名稱

構

外凾は鋼板製の閉鎖型で、容量共他により壁掛型或は

朱面据附型に撚作される。便利で而も体裁のよい特殊の

掛金を備ヘ、必要に應じて錠をかけるととが出來る。内

部には次の諸器県を備ヘ、とれらは黙檢に便利な様に、

エポニアスベスト板及ぴ枠組.に繋然と取附けら肌.て居ろ。

新路双形開閉器

電路電磁挟觸器

制動電磁接觸 器

加述時限接觸器

界磁加速鞭電器

過負荷保護桜電器

低電厭保護携電器

不足勵磁保護纏電器

急逆轉保蒸繼電器

起動抵抗器

界磁放遜抵抗器

梅電器用抵抗器

一般には、衷示燈、電噴ξ討'、電流削'、などは備ヘ

て居ら中、特に要求ある場合にのみ嗣加される。叉

押ポタン其他の主幹開閉器や界磁調梨器な苫の附罵

品は品1Ⅱこイ北給され乙。

動 作

押ポタン操作の弓>合には、起動ポタンを抑せぱ、

先づ加速時限接觸器が勵磁されて接觸を開き、次に

竃路接觸器が勵磁されて按觸を閉ぢ、電動機は至起

動1捌亢器と直列に電源ヘ接續される。此の場合に鸞

動機の界磁は、界磁力山吏キ腔電器によつて至勵磁に郷

められるから、界磁調梨器を段め抵抗最少の・位置ヘ

契して置く'、蓼はない。

選路接觸器が閉ぢて電重b機が起動tると同時に、

此の補助接黙で第1の時限加速按觸器の勵磁電流が

断たれるので、一定の時限經過すれぱ、其の接觸が

閉ぢて起動抵抗界の詳江段を短絡する。第1の時限

加速接觸器が閉ぢると、其の補助接黙で更に第2の

時限加迹按觸器の勵磁遭流が断たれるので、一定の

ユ

DT-13N

D T-23N

D T-34N

D T-45 N

D T-55 N

憲

1瑞"鵬1硫御1伽磁"1伽一

3

4

5

郎

DN-100

DH-150

D H-300

D H-600

丑'

附記 1, 上表の使用弛動機の容量ぱ"麼 220V、の時にして

他の異りたる覧麼の場合には略篭應に此例して増減

するものとす。

使用率50%以下、・一回の使用時問 5分jリ.内の場合

には使朋鼈動機の容最を33%まで増加し得る{の

とす。
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作 用

非可逆

非可池、磯鼈制動付
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非可逆、灸確制勣付

可逆、敬確制動付
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使用篭動機

分卷、複卷定速度確動機燭

分磐、桜卷定速度猫動機朋

分卷、複卷加減速疫篭動機用

分卷、鞭巻加減迹疫電動機用

分卷、桜卷定速度篭動機用

分卷、、護卷加減速度鼈動機用
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時限經過すれぱ、其の接觸が閉ちて起動抵抗器の第2段

を短絡tる。斯くして起動抵抗が全部短絡さ札て、電動

機が至勵磁速度に逹tれぱ振動型界磁加速繼電器が動作

を始め、電機子回路の電流の燮化忙應ヒて、界磁調整器

の短絡及ぴ挿入を繰返して、更に電動機を加速せしめ、

絡に界磁調欝器にょつて定められた述凄に達して起動を

完了すろ。

停_止ボタンを押せぱ、電路接觸器が開放L,て電動機は

直ちに電源から切放され、發電制動附のものでは、制動

用接觸器が閉ぢて、稜鷺制動作用が行はれ、電動機は直

ちに停止t乙。

可逆式のものでは、正轉ポタン或は逆亨導ポタンを押す

ととによつて、正逝任意の運轉.を行ふと占が出来るが、

一方向の運聾力.ら反對方向の運熱に移るのに、電動機の

圓轉速康が朱だ高い中に逝1可捧の誼墜を與ヘると、電氣
的及ぴ機械的に激し,い衝毅を與ヘるので、とれを防_止し

喬動機速度が安至な値に低下し,て後に靭めて逆回轉に移

り悍る様に、急逆轉保縦體電器を備ヘて居Z儿

寸動趣抹が必要な場合には、ナ動ポタンを備ヘた抑ポ

タン開閉器を使用して、所定の接續を雄t丈でよく、起

動涛自件を麹更tる必要はない。

叉低電座保護(低詑爪マは停電にて一旦停止後は又"
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第3 圖 DT型起動瓣接犢圖(非可逆)

ポタンを押して再起動tる)或は低電巫釋放 q氏電座叉は

停電にて一旦停止後に電駆回復すれぱ自動的に再起動t

る)の何れにするにも、所要の押ポタン開閉器を使用し

て、所定の接續を施t丈でよく、起動器自体を璽夏tる

必要はない。

過負荷、低電墜、不足勵磁など異飲の場合には、それ

ぞれ機電器力y乍用して保護されろ。

特 長

電路電磁接觸器.ーー最近の研究開發に成る過激用途

のDH型電磁接觸器で、外觀内容共に從來のもの主著し

く相逹して居ろ。可動部は下方より垂直に運動し、重力

を利用す為と占によつて動作不安を無くし、更に張力な

ノノ

卸 1 圖

,

DT小起動詩く床面取付弐り
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菱

發條の作用と相俟つて、風功女動作カリ紋速である。電弧除

は断材質で、而も薪しい消弧原理による特砥織匙で、司

動部の敏速な動作と相俟つて、按觸部の損傷を少くする

様忙なつて居る。シャントは下力に垂直に垂れて動作に無

理をせホ、回轉部{ては總て特砕鋼を使用し,、炉げ電を少く

脊命を長くする様に老慮されて居る。

加速時限接觸器.一特砥のDT型時限按觸器の使用

は、との起動暑品に於ける最大の特長であ乙。とれは1個

で¥乎通の濯磁接觸器主時限加速鞭遜器とを組合せた作用

をなし、而も其の外形寸法が著し.く小きい。線輸卷枠の

中心に、厚肉低抵抗の金屬管を使用し、誘鵡q乍用によつ

てとの中に發生される反起電力による電流の反作用によ

つて1時限を與ヘ、主線輪の外に殘留磁氣打消線輪を設け

て、工作上の誤差に原因する動イ乍の不確實と、時眼の不

均一を防止す乙様になつて居る。接觸部には總て銀を使

用してある。

界磁加速繼電器.ーー界成効Π述鞭竃器を備ヘて居るの

で、電動機の起動に鴬り其の都慶界慈調整器を抵抗最少

の位置に戻さなくとも、篭動機は先づ罫乱勒磁にて六なる

起動回轉力にて起動し、至勵磁速度に達して後はじ選機

f電流の鎚化によつて桜電器が振動動作をして、界磁需

染器の短絡及ぴ挿入を繰返して次第に勵磁を鶚め、絡に

見磁調整器の位置によつて定められた高速度に逹して起

動を完了する。從つて振動の度毎に界磁調黙器を動カル

て、回棒速度を再調嚇する必要がなく、直むに元の運他

速度を綾けるととが出來る。

過負荷繼電器.一過員荷保超野慶遼器とし,ては、竃動

機の温度特性と相似の膨Y乍半判生を與ヘて有利な運轉をな

し、而も硴寳な保護をする上から、熱動刑が最も優れて

居るが、 TC測熱動繼電器は共の動作原理が從來のもの

上著しく異つて居・る。將砥のニッケル姻会金を使用t_、或

乙温度以下では五を性を有つて可動削佐保持して居るが、
.

加熱によつて所定の温度に逹すると、非磁性となつて可

動部を釋放し、接満を閉く様にな・つて居Z、との識電器

欝

DH型鼈磁接觸器

影

機

趣
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第 6 岡 DT型加速時限繼鼈排
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築8圖 TC型熱動過靴游綴篭器染9岡 PB型抑釦開閉器

の他の一大特長は、著しく大なる過電流に茎寸lyては、熱

動作用に無關係に峰時的に動作し得,ろととである。叉と

の繼電器は、手動りセット或は偽動りセ',トの何れにもす

るととが出來乙。斯くて理想的の過負徐弊慶遜器左云'、と

とが出來る。

低電歴保護繼電器.一低電獣保膨評慶選器によつて、

低電墜或は停電の場合にはf鼈動機は直ちに電源から切

放され、叉起動器は元の}吠態に復する。起動器自休は塗

爽するとしなく、主幹開閉器主共との朋の接續によつ

て、低電座保護叉は低電駆釋放の何れにもするととが出

來る。低電駆釋放の場合には不意の再起動による危険を

防_止する爲に、過負荷根電器は手動りセットにする。

不足勵磁繼電器.一不足勵磁キ欝遜器を備ヘて、不足

勵磁或は無勵磁の場合には、電動機は直ちに繼源から切

放きれろから、電動機が停」扮伏態に於て過竃流が流れる

ととに因る燒損や、過述度に因る破損の危険を防止する

と主が出来る。

急逆轉保護繼電器.一可逆用の起動器にはとの繊電

器を備ヘて居ろので、ー・力向の運轉力、ら他方向の超樽に
、、

惨るに際し、電動機の回轉速度が未だ高山中に逆回轉の

電駆が換ヘられる爲に、電氣的及ぴ機械的に大なる爾染

を與ヘる不安が防止される。
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ス加工の現状と將來フレ

Ⅲ舒克名古屋製件所

0

1、序

づレス加工の加工範園は、打拔加工、孔穿加工、型打

加工、絞り加工、折曲加工、剪断加土及ぴ橡加工等頗乙

廣範圍に亘る、のであろが、此處ではづレス加工の過半

數を占める板金の絞り加工について、其の概要を詮明し

合せて今後絞り加工を機械工業方面に一后利用して、作

業の能率化を計らねぱならぬ黙につき略記する。

2.板金の絞り作業

板金の絞り作業は加土後の完成品の形駄から、次の四

種茨鳳て分けると占ができる。即ち

球駄型絞り。圓筒型絞り。

組.合型絞り。矩形型鞍り。

以上の各種類の鞍り作業について一通り誘明すると、側

筒型絞りは綾りものの最も普通の形状で、絞り状態が千

均に絞られ、未加工の板地金の形状も簡單で、從て其の

板地金の大さも、計算に依り容易に算出するととができ

ろ。矩形型絞りは圓筒型絞りに比し,て、其の絞り欣態は

不均一で、一部分に無理な簗形を生じ、t反地金の寸法は

計算に依つても算出できるが、其の算出と實際とに釜異

を生ホる場合が多い。之は綾りものの板地金を決めろの

に計算に依るととが困難とされて居る黙である。一般に

斯かる場合には適當の大さに板地金を採り、試驗的に絞

つて見て、其の結果から所襲の寸法を決めるのが普通で

あろ。

生慮能テ艇増暹のー・方法と

寳例左擧げて腕明した。

゛

内

して、

容梗概

綾り加工の活用の重要性を弧羽し、吉、種絞り作業を

球欣型絞りは圓筒型絞りの底部角半徑が、成品の半徑

と同じになつた場合の絞りもので、絞り駄見凱ま圓筒型絞

りょり容易である。

細合型綾りは前記の圓筒型絞りと矩形型絞りと球状型

絞りとが互に細.合されたもので、從つて絞りナ伏見凱含最も

複靴で、板地金は計算に依ると占は大抵の場合困難であ

ろから、絞つて見て所要の大さを決めなけれぱならぬ。

板地金荒拓山の際、成遍.の重量から板取りtるのも一方

法であで。

次に絞り作業に使用される村些械であるが、普通機械づ

レスと水座づレスである。深絞ひ作業には、フk駆づレス

の方が、ラムの速度主座力が一定で、機械づレスに優る

力訂而し水墜づレスは加工速度が遲い器繰'がある。

第1圖は複動式水座づレスの金型取付部分であつて、

雄型を一F部に河刈寸け、雌型を上部に取付けて居る。

絞り加工の順序は、板地金を皷押ヘの上部に置いて、

雌型を下行させ、板地金を雛押ヘと雌型とで完至に押ヘ

る。板地金は雛押ヘと雌型との問に抑ヘられたまま下行

し、雄型に絞り出されて成形する。ノックァウトには座縮

本氣を使用する。

材料力y噂物で小型の綾りもの忙は多量生産的にも當然

操作の簡單である機械づレスが用ひられる。第2圖は準

複動式金型で(イ圖)は鞁押ヘに硬質ゴムを使用したも

ので第一回目の絞り用金型である。(")圖は第二回目

の絞り用金型'6ある。
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圖に於てaは雄型、 bは雌型、 Cは鮫押ヘ、 dはづム

であつて、絞り順序は第1圖の場合と同樣である。

絞り用金型には前詑の複動式及ぴ準複動式金型が最も
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一般に用ひられるが、淺絞りには單式金型が用ひられる

ととがある。金型の材料は普通、炭素鋼叉は鋳鐵等が用

ひられて居るが、金型の製作には特殊の技術を要するも

ので、從つて其の製作費は高債なものとなるから、精度

を餘り要求されホ、加工品の形状も簡單で、常温絞りの

ものには、軟鋼を使用する。

金型の雄型と雌型との關係寸法は、とれを理論的に算

出すると古は困難で、贇際絞つて見て不具合の黙を修正

しなくてはならぬ。軟鋼金型は此の黙容易で、金型の慣

れ巴もい'、べき黙が見出し易い。金型の磨耗といふ黙か

ら考ヘる占長く使用して居れぱ、磨耗のため、使用に堪

へなくなろが、との黙は、成品の形状、材料等に沼依ろ

が、經驗に依れぱ、成品の個數で、 10,000個絞つて、

尚ほ異状を認めないととから、 10,000個以上の黙に在

るととがわかつた。尚啄同一金型で何個絞れるか目下研

究中である。

昭和 18年2月 菱 電 機 第 19 卷第 2 賊
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3.圓筒型絞り

第3圖は圓筒型絞り製品を示す。圓筒型絞りは、絞り

作業の上で、容易で、絞りものの代表的の形}伏である。

圓筒型絞り鯲品で一回に絞り得る深さは、板厚、材質

金型、及ぴ潤滑剤等に依る。とれを理論的には計算し,雌

いが、大体絞り難い板地金巴絞り易い板地金占に依り第

4 圖の如く亜別tるととができる。

(イ)圖は絞り難い板地金即ち軟鋼や亜鉛叉は薄くて

徑の大きい品物の場合を示し、(")鬪は絞り易い板地

金即ち極軟鋼、眞録、又は銅板の場合を示す。

本圖に依り並鋼板では、例ヘぱ、200 粍の徑に絞ると

すると、深さは、 89 粍まで絞り得るととになり、眞鋪

板では、 200粍徑で、 262粍の深さまで絞るととができ

る。

オ
ノ゛

第 5 圖

特に深絞りのものでは二回、三回、或は七回も八回も

絞つて始めて目的のものに成形する場合もあるが、吾々

の取扱ふ手近の品物は、精々三回絞り位迄でであろと眉、

ふ。再絞り作業の絞り率は普通、飾%乃至 90%、をと

つて居る。

金型の雌型の表面占其の孔のなす角慶即ち鞍り角は、

普通圓弧の一部をなし、との圓弧の一部ば作業上極めて

重要なもので、その半徑が小さ過ぎると板地金は、此、要

以上に引張られて板が破れ、又大き過ぎると餓が出来て

製品が粗.悪になるから、其の大さを適常にとらねぱなら

ぬ、此の綾り角は、板地金の材質及ぴ厚みに依つて塗り

普通板厚の、 4 倍乃至 10 倍とされて居る。

第3圖の圓筒型絞り製品は、1.6 粍の磨鋼板、一回絞

リ、絞り率、 57.2 %、絞り角、 15 粍R、雄型と雌型と

の間隣、 1.9 粍である。

第5圖はワユーズ千ヤワづで銅板の代b に鋼板を使用した

もので、綾り順序を示す、左端は板地金で、斯様に薄物

の絞りは、一回絞りとせホ、とれを二回に絞つて、放品

とj、る。

4.矩形型絞り

矩形型絞りは、四隅は絞り加工で、矩形の纏に相當t

るととろは折曲加工で、絞り加工占折曲加工が結合した
ものである。

一回で絞り得る深さは、隅角年徑に此例し、隅角半徑

の六きなもの程、深絞りができる。第6圖は矩形型綾り

ものの絞り得る深さを示す、勿論絞りの深さは板地金の

板厚、材質、及ぴ金型等に依り雛化するが、本圖に依り

大略の値を見出すととができる、(イ)圖は絞り難い板地

金の場合、(営)圖は絞b易い板地金の場合を示す。本圖

10 15 20 25 30 35

園角半徑粍

(ロ)

」,J
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第 7 圖

に依り並ι剛反では、隅角半徑を、 15粍とtるど、深さ、

39粍まで絞るととができ、眞銚版だ、七深さ、 105 粍まで

絞るととができる。

第7圖は矩形型絞り製品で板地金厚さ、1.6 粍麼鋼板

一回綾り、隅角半徑、 25粍、絞り角半徑、 8粍であろ。

5.'状球型絞り

第8圖は球状型絞り製品で、圓筒型鞍りの礎形であつ

て、板地金厚 1 粍磨鋼板、一回鞍り、絞り率 52・2 %

絞り角半徑 3 粍の場会である。

6.組合型示交り

第9圖は組.合型鞍りものを示t。組合型絞りは加工困

枇な場合多く、其の加工に當つては、岡筒型絞り叉は矩

形型絞り等より得・九經驗を基にし"て、加工難易の判断を

しなけれぱならぬ。圖は板地金厚 1.6 粍厘曜貯板、一回

絞り、鞍り角半徑 3 粍、隅角半徑 1.5粍であZル

フ.潤滑割

潤滑郵ルしては摩擦を出來るだけ少なくし、作業後の

處置が容易な心のでなくてはならぬ。普通用ひられて居

るものは、
妾

マシン i由。

モーターシ南。

種油。

等である。潤溺儕1の適不適は、放品に及ぽす影郷極めて

大きく、加工に當つては、油中に切屑等の混入せざる様

充分注意し、どろどろに使ひ古しの油は、時々新らしい

油と取換ヘなけれぱならぬ。との注意を怠、つたがために

不良品を續出し、金型まで損傷し,て、.閤、はぬ失敗を致す

ととがある。

8.絞り回數と原債

絞り加工は、其の絞り圓數を多くすれぱする程、作業

は容易で、加工に無理のない品物ができるが、絞り回數

、ノ>J,、'",ι""ず゛ 4ゞイノノ、,'ξ'ノ、ニ'

、,二y 'ノ三゛ゞ'4ム゛ごノ、,'.三詣.毎1ゴみ壱ぜぎ'ノ" 4、ノリノ

J"ー,.. 1゛

ーご'ら゛"゛1乙、.、」1/.;

[^^^[二、"'^^、〒 1/、

山叫f

'メ
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第 8 圖

賂來

^^i, を多く tるととは、之れを製品本位に
ゞゞ葬之み゛.1"松に

考3、れぱ望ましいと占ながら、之れば

原便の黙から考ヘると望ましいととで

ない。故に此綾りの回數は技術的に可

い能なる最小限度にして原債の低減を計

らねぱならぬ。
Jミ'JJ二丸

第3圖、第7圖、及ぴ第8圖の製品

は、何札も絞り回數一回にて、絞り上

げたもので、從來の再絞りの時に比岐

して、金型の製作、操作の簡易等能率化し得て、 1,000

個製作に對す乙、 1 個當りの、製造原債を、 30 %乃至

50 %、低減するととができた。絞り回數を一回にして

不良率が多くなりはしないかとい.ふ心配があるが、とれ

等製品で絞り加工中に出た不良品の數は、僅かに、1 %

に過ぎホ、とれも材料の暇症や操作の誤りから出たもの

で吹子成績であつた。

絞り加工は、勿論單一加工のものでなく打拔加工、孔

穿加工、剪断加工、及ぴ橡耳肋11工等、二重三重の加工を

ー・組の金型で加工、完成品を作るととができる。

從つて今までに、數工程を要して居たものでも、金型

を適當に設計・するととに依り、一土程で完成し、勞力と

時問の節約をtるととができる。

9.絞り加工と將來

絞り加工は、現在相當に利用されては居るが、其の利

用方面を親ろ上、玩具類、家庭用品、及ぴ電氣器具等、

小型製品に多く、從來上目皎B勺輕覗されて、技術家の研究

對稱占なるとどが少なかつたのは、荘だ遺憾であつたが

現今、i斬く其の眞債、即ち

安債に造られるとと。

輕くて丈夫であるとと。

互換性が容易に與ヘられるとと。

づ口ーホー」レ等なく、イ割揖陛大なるとと。

構造が簡單でタト觀に曲線美があり、垢拔けして

居るとと。

等を認められ、今迄鋳物、火造、或はダイカストなだで

製作されて居た部分品に代つて、追々機械工業雙品の主

契部品となりつつぁると占は、誠に當然と云はねぱなら

ぬ。

戰時下、増産が叫ぱれ、他方人的寳源の不足の折柄、

生産を維持tるには能率堆進の他に途なく、設計者に於

てはとの黙に深く留意して、機械設計上に、出來るだけ

多く、との絞り加工を取入れ、其の眞債を,對軍tベきで

あろと思、'ー
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クランク軸旋削研磨機械用電機品

岡屋名古屋製作所

1緒

戰時に於ける室の航室機、陸の機械化兵力の根幹たる

自動車の生命は、何といつても、内燃機關であり、此の

内燃機開の部品中の脊髄とも稱すべき重腰部分にrクランク

軸があろ。

クランク軸は燃料から礎生せる勢力を、廻轉運動に渉ヘ

ろものであるから、其の形状が特異であ b、又受ける外

力が正負交冱に極めて激し,く饗化し、且つ自休が廻轉す

る故、其の構造、材質に對しては周到なる注意が拂は

れ、工作方法忙就て廣く研究が行はれて居る。

クランク軸は其の形状が特殊なる九め、加工用とし,て專

門機械が製作されて居る駄態で、最近當赴で研創用機械

の電機品を棚乍中であろから、此處にその大略を御紹介

tる亥第である。

研削機械の主なろものは、旋盤及研磨盤であるが、從

來普通に使用せられて居九ものは、遺憾乍ら外國製品で

主なる婁断乍者は次の通りであろ。

クランク軸旋盤;ー

Schless Defries

The R.1<.工e Blond

Xvickes Brothers

クランク軸研磨盤;ー

Naxos union

Norton

工andis

次に、個々の機械の作用、性能等は公知で此處で取扱

.、範圍外であるから、主主し,て電機品に關し詮明t乙事

にする。

内容梗概

内燃機關の主要部分のークで、叉クランク軸の旋削研磨機械たる、旋盤及研磨盤用の確機
品の特1生並.に楴造上、操作上、特異たる駄を設明し、終b にクランク軸と開係の深い、カム
帖研磨盤用篭機品に就ても競明を付け加ヘた。

精

「一画一
動

第 1 圖

ギ7
動

Ⅱクランク軸旋盤

I wickeS 型クランク軸旋盤(第1圖)

使用電機品は次の通りである。

電動機;ー

主電動幟 10HP 4/6/8極 200ポルト

二軍籠型誘準電動機

レスト早'途り用 IHP 6極 200ポ」レト

籠型誘導電動機

油墜ボンづ用 5HP 4極 200ポルト

瓶剛誘導電動機

X刃ickeS クランク蚊1'ι盤

＼

追_コ

回

e

「、1

ノ→、
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」

@一

L

ー,ー',

殴

L窒 tL,

・ーーA

制御装置;ー

操作盤(第2圖)

制御凾

切替開閉器(電磁弁操作用)

電磁弁

可逆開閉器(レスト早途用)

遜磁づレー千

逆轉糠電器

竃機品として特祀すべき瀦は、次の諸黙である。

(ア)主電動機は10馬力、 3段速度、一定出力の

もので、操作盤中の主幹制御器により、電磁的

に、或る速度に匂J替ヘられる様になつて居る。

(イ)主電動機は逆相制動により、急停_1上を行ふ事

が出來て、逆轉根電器により、自動的に、逆廻

惇するのを防ぐ様になつて居る。

(ウ)更に、主電動機には、圓盤型電磁ウレー千が

共備されて居り、停止しメd寺、加工物たるクラ

・@・

第 2 圖
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ンク仙1、亘」に長tのX弌:f、N汀;二より、!子g寺辯11・壽膨ltフ、

1生質を防ぐ様にして,符ミ。

(1)匁物台の縦及横途りは、 5矯力電動機により、

油聾ボンづを.顎動し、 1宇牛.,、乙油砥ξによし、¥1

厭モーターを胴や轡して、行'ー

(オ)油駆モーターの正逝廻榔フ太懲受制御は、匂j井

開閉器により、電磁弁を操イ乍して行'ー(縱乃

横途りの切井ヘは機桝"内に行'、,)

2 1'eBlond型クランク軸旋盤

使用電機品はりぐdメ而りで立乙'

クランク 輔じ城削{洗磨 1晶城朋"に機",

,に動機;ー

主電動機

岡

電源

屋

油ボンづ朋

制御奘置;

操作閉俳怜県(第 51詩1)

電磁接觸器凾

起動開閉器(油ボンづ用)

オ.幾は、操作開閉器により、主詮動機を起動停_止き

15.鳴力 6糎

レーニオ

ー、オ

払馬力

戸

200 ポ1レト

籠型誘導電動機

200 ポルト

鑓川鬚秀芋電動桜

19
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称4二

0

,

せるものであるが、更に逆相制動によつて急体止操作

を行'、様になつて居る。

披イ乍開閉器は、旋盤の起動装置用ハンドルと述結せ

られて、急停止用の逆廻轉ノッチは、ハンドルの手を敬

せぱ、パネにより停止の位置に戻り、逝相制動を荏t妙

に行ヘる様になつて居る。

以上は、所謂1ニパーサ】レ型と稱せられるもので、所定

の大いき以内のクランク軸ならぱ、匝々のものを加工

出來るが、多量生迷に對しては、鷄を御K に牛刀を用

'、るの觀があろ。共れで單能型のものを數台県ヘ、

1 台の機械では、同じ位置にあるクランク亡ン部分のみ

を匂上削してジくの機械に移し、叉軸受部分を切削するも

のは、其の部分のみ加工するのが能率的である。

此の事は後述のクランク軸研磨盤に就て心同様で、之

f 1桑に適するクランク軸が遡荏の爲眞の一例を掲げ乙。

7 鬪)

7郡

溶・1 岡 LeBlond ク弓ンク杣あ笹遅

剥ι

寺

第 19 巻第 2 貌

^
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止

第 7 岡
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金
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LeBlondπ!抽動クヲンク判!施雛
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第 5 岡

第8 岡ク'ランクビン研炉締侘

誓クランク軸研磨盤

Naxosunion型クランクピン研磨盤

使用電機品は次の通りである。

涯動機;・ー

砥石用 20馬力 81亟 200ポ}レト

籠型誘導哉動機

主側1用 2/1.フ/1.フキロワット 2/4/6極 2船ポjレト

籠刑誘禅鼈動機

ボンづ H1 1馬力 4'極 200ポ】レト

徳剛誘導電動機

'r

"丁一'ηT S

撚作岡剛器蝉込剛

S R

W

一υ゛C

縫数燮換器(埋込雪D

SR

" 1

.し
1 1

1 1 1

ι..

'

制御装置;、ー

押釦閉閉器(砥石削)

起動開閉器(主軸用)

極數饗換器(主軸用)(鋪9満D

埋込型鸞流計(主軸用)

起動開閉器(ボンづ用)

集避装置(主軸台置動桜片D

選機偏.誘明:ー

け)砥石用電動.機は負荷の慣性が六きいから、欝

源奔量を老慮し,て、スターデルタ冑動起勤式とた
・うて居る。

'イ)電磁接調器凾は、機械とは別取付けとなる

が、各盃重加曼は、機械前面に取付けられ九抑釦

'U哉酌機

鎗6 圖遮蹄援績例(LeH]on
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開閉器、起動開閉器之亨{でよつて、起動、停止し

得る樣{てなつて居乙。

(ウ)主軸台上には、主軸用電動機の極數縫換器汲

電流計を取付けて、伺電耐鹸の操作忙便ならし

めて居る。

(1)電動機は研磨盤の性質上、廩挨、爆氣等に備

へて、至部至閉外扇型が採用されてゐろ。

2 Naxosunion型クランク軸受研磨盤

使用電機品は次の通りである。

電動機;ー

砥石用 20馬力 8極 200ポ」レト

鑓型誘導電動機

主軸用 2.4/2/1.6馬力 4/6侶極 200ポルト

籠形誘導電動機

ボンづ用 1馬力 4極 200ポルト

箱型誘導電動機

制御装置;ー

電磁接觸器凾

押釦開閉器(砥石用)

起動開閉器(主軸用)

可逆開閉器(")(第11圖)

極數燮換器(主軸用)(第 9 圖)

ゞ2

箆 W 圖
(クランクビン

R2

S2
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岡屋

介

電路接纃圖

研磨盤用)

R2

操作副閉雑
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第 12 脇クラクン軸受研磨盤

起動開閉器(ボンづ用)

電機品の内容は、前述のクランクeン研磨盤と殆ど同

様であるが、主軸用電動機には可逆開閉器が附屬し、

正回轉、並に逆相制動による急停止操作を行ひ得乙様

になつて居る。

W カム軸研磨盤

クランク軸に關聯して考ヘられるものに、カム剌1がある

が、是もクランク軸と同様、不規則な形をして居るので、

加工用にカム軸焼盤、カム軸研磨等の如く、特殊の工作

機械が製乍されて居る。

當赴で最近 Naxos union型カム軸研磨盤用電機品を

製作中であるから、それを亥に紹介する事とする。

電機品の内容は弐の如きものである。

電動機;ー

砥石用 15馬力 6極 200ポ」レト

箱形誘導電動機

油嚇ボンづ用 0.74千口ワジト 6極 200ポルト

籠形誘導電動機

主軸用 0.74キ0ワット、 1000~30oorp.m 220ポルト

直流分卷電動機

直流複卷發電機

電動發電機{1,.、,"。,1 籠形誘導電動機
親カム研磨主軸用 0.2千0ワット 8極 200ポルト

箱形誘導電動機

1途、昏入y 昏

1テ
止

"一

第 11 圖 可述開閉器(埋込劉)
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第玲鬪篭路接績鬪

rクランク軸受研磨盤用)

様數饗換器

S
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ν

觀カム研磨砥石用 1.5キ0ワット 2極 200ポ1レト
徳形誘導電動機

親カム研磨油ボンラ用 V6馬力 200ポ】レト

電動油ボンづ

@

第 N 圖

制御装置;ー

制御凾(砥石及主軸用)

押釦開閉器(砥石用)

(主軸用)同上

制御凾(電動發電機用)

起動開閉器(油駆ボンづ用)

同上、(親カム研麼主軸用)

(同上砥石用)同上

(同上油ボンづ用)同上

界磁加減抵抗器(主軸速度設定月D

上(主軸速度調梨用)同

譜機品として特記tベき鮴は亥の通りであ乙。

(ア)主軸用に直流分卷電動機を使用して、被加工

カム軸の1廻轉中の速度を雛化せしめ、砥石忙

よって研磨せられるカムの廻轉周邉速度の燮化

が、出來るだけ少くなる様にしてある。

(イ)主軸用界磁加減抵抗器は、 2個あつて、 1個

^22^

カム帖研磨盤

ノノ

Ocf石、
1 匂、UJ 6 _1/、;づ1
'→'1,C7ー

は主軸の廻轉速度を或る所定の値に定めろのに

使用し、他の1個は、カム軸の一廻轉中の周豊

速度を塑化させるのに使用するもので、後者は

カム軸が廻轉するにつ札て、砥石に近づい九

リ、雜れ九りする動作によつて、加減用の

ハンドルが、廻轉せられろ様になつて居ろ。

(ウ)砥石用電動機と、主軸用電動機との間には、

(1)兩電動機は單獨に他に無關係に起動停,ル

が出來る。

(2)兩電動機が運轉中に、砥石用電動機が停

_止すれぱ、主軸用電動機も停止する。

樣な、インターロック装置が施されて居る。

、少^ー,
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田

言△
E岡

衝撃電巫、油中晋に關する二三の寳驗
周波数辨別回路に就て

集團ベ1レトコンベ卞'總、括制御装置
イづナイトロンを應用した電氣抵抗熔接謹

最近國産化せられたろ強力精密ポー1レ盤

ED-B。竪ポール盤及 ED-Y'多軸ポール盤

交

第 19 卷第 3 聯 内容

回轉機巻線に起り易いバンド線の故障と共の手嘗

最近の浚深船用篭氣品に就て

硬質づ厶の機械的強度

断路器用碍子の衝察絶縁耐力

交流篭磁づレーキ

講演

...^......^...............^^....゛脅....圖...^=鴫.......^....^......胴.....胸...風圏......闇......^.^.^=..^....^.^.^^^^^^^^..^^^^^^^^^^^^^^^^^^^.

鳳
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肩

血
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編
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至

科學の暹歩仕方に二通りある。ーは天才の一大發
明に依つて渕期的雛革をもたらす體の、の。他は孜
々としで熔むととを知らぬ努力家の多年の研究占經

驗の蓄積に依り一歩一歩著賓に獲得・される改良進歩
である。

.. .

製造工業の推歩は特に後者に負ふ場合が多い。数
多の技術者の研究經驗の綜合が、一歩前逃した新製

品として現れて來る。
. . .

故障と云'.ものは誰しも好まない。特にそれを設
計し工作した技術者にとつて之に勝る苦痛は無い。

併しその原因を追求し、對策を立て、將來の進歩に

贅する。此處に新なる喜ぴがあろ。
. ..

故障の原因が使用者側の不注意に依る場合でも之

氣學會

梨學會

産技

豫定

3

常沼

本 八
^^

須賀正

本薫

1゛.興..鼻..量.型M..宣..肩................直.......同..興....巨...巨..哩..冒...哩=島亘..亘...冒..................旦..ー..員................圏..冒.圖....封........圏'...巨瓦

を製匙者側に齢せしめられる事も無いではない6 設
計者の意途の使用岩ヘの不徹底とあれぱ責任の一半
は琵れぬ。

. . .

製造者と使用者との意志の疎通、換言すれぱ製品
の性能を闡明し、その用途、使用方法を誤らしめ
ぬ。此處に製造會赴の機關誌の使命があろ。

与

. . .

三菱電機の夕ービン裂電機誕生して此處に30有餘
年、その問に獲た貴重な經験の一端を裴表して「ター
ビン發軍峨の故障と其の對策J とする。

0. .

冑社他耻製品を問は中故障修理の經驗を語つて時
局下貴匝の贅材愛護の一助となしf轉稲爲殆、故障
なき設計、故障させぬ取扱を目的とする。

昨年6月競所載「'曲つた軸の直し方」と併せて熟
誠玩味あらん事を。
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(三菱賀用新案登碌第326369蹴)

本案は、複数個の炭素陽極(2)の周1到に、二酸化マンガンと、黒鉛粉とを澀合し、硫酸
亞鉛に、硫酸マンガンを添加した溶液にて煉合し、簾乳劫艾形した合剤(1)を蜜着せしめ、
之等剛極開に、所定の闇隔を置いて、亜鉛版険極(3)を懸埀し、硫酸亞鉛を生体とし、之
に硫酸アルカリを添加した磁解液(4)中に涙波せしめたマンガン蓄確池である。士記の組
合せによれぱ、放鐙Π宇、に才獄こ於ては亞鉛が硫酸亞鉛とな b、法中に法解し、陽種では、

二酸化マンガンが巡元せられて、三二酸化マンガン、四三E女化マンガン等の低級酸化物とた
るが、外部よb鼈流を通じて充'心すれぱ、陰極では、放確の時溶解した亞鉛が元通b陰
極上に鍍着し、陽極では、低級酸化物と左った酸化マンガンが、酸化せられ再び元の二酸化
マンガンとなるから、充放篭を談度反徑しても、可逆反應力師雀寳は行はれ、1嘉命を長くする
事が出來る。 Mno。十Zn+znso'十H.0才Mn。0。+zn(OH).SO゛ (中野)

精密機械統伶
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名古屋製作所

畏崎製作所

大阪製作所

大船工場

世田ケ谷工場
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東京市'劾町匪

科戸市兵庫匪和田崎町三丁目

名、古屋市束匪矢田町

長.崎市平戸小屋町

兵庫縣川邊郡立花村塚口

脚奈川縣鎌倉郡大噐町

東京市世田ケ谷匪池尻町四三七
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三菱電機株式命赴鯨戸製作所内
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